北信地域障がい福祉自立支援協議会　議事録






部会名　令和4年度第2回重心・医ケア部会





開催日時　R4年7月13日（水）13：30～14：30





参加者所属機関名等


長野県医療的ケア児等支援センター、北信総合病院、訪問看護ステーションなかの、新生病院、飯山養護学校、中野ポルカ、かすたねっと、いちご学園、ゆきんこ園、よろこび、未来工房つむぎ、北信保健福祉事務所福祉課・健康づくり支援課、中野市、飯山市、北信圏域障害者総合相談支援センター





本日のテーマ、課題等


他部会の活動状況について　② 長野県医療的ケア児等支援センターより　


③ 北信総合病院との意見交換会について　④ 各PJに分かれて（全体共有）





会議で話し合われた事


他部会の活動状況について


・自立支援協議会…今年度第1回は書面開催


　・精神部会…令和3年度に作成した統合失調症に関する広報紙を北信圏域の6市町村で全戸配布を目指している。現在交渉中の1市を除いた5市町村で6月中に配布できた。


　・権利擁護部会…本人中心部会へ「こういう配慮がほしかった」等の当事者の声をきく活動を依頼。生活しやすい地域づくりに向けて、部会同士で連携し、当事者の声を聴いていく。


　・地域生活支援拠点等事業検討会…「助け合い研修」のご案内





長野県医療的ケア児等支援センターについて（亀井さんより）


○支援センターに寄せられた相談内容等について


（相談内容）


・子育ての孤独や働きたいという思いとレスパイト施設の不足についいて


・学校関係の外出等について（通学手段・学校行事のイベントなど）


・地域の小学校への就学について


・医療的ケア児等コーディネーターの配置について


・困難ケースとともに多職種連携体制整備について　　など


（相談者）


家族、市町村、自立支援協議会、市議会や県議会議員、医ケア/療育コーディネーター  など


    （相談への対応）


　　　　支援者の紹介、情報提供や助言、訪問支援、協議やアウトリーチ　　など





北信総合病院との意見交換会について（部会長より）


6月6日 北信総合病院にて、北信総合病院、県医療的ケア児等支援センター、自立支援協議会（重心・医ケア部会）の３者で地域の課題や医療的ケア児等の支援について意見交換した。地域の課題の中のひとつであるレスパイト機能の確保については、病院側として地域貢献の重要性は認識しつつも、経営上のメリットも勘案する必要性があり、またコロナの対応もあり常時満床が現状。レスパイトのために病床を確保しておくことは難しい。レスパイトの確保については、定期的な医療入院により、家族のレスパイトの機会を確保することはできる。入院は家族の付き添いが必要だが、初日のみ付き添い、徐々にスタッフもお子さん本人も相互に慣れていき関係性を作っていけると良い。またお子さんの対応マニュアルを作成しておくと、病院での看護にも非常に有効とのことだった。





④　ＰＪに分かれ


（地域連携PJ）


　　　こども病院からの退院にあたり、ご家族が見通しを持って不安なく動けるように、また病院、行政、福祉等の関係者が連携を取りながらスムーズに動けるよう、今回は実際の事例とマップを照らし合わせながら話し合いを行った。今後は退院時の動きや連携に加え、地域の資源の情報を盛り込んだマップとして完成を目指していく予定。





（地域課題PJ）


　　　県の自助プランシートを用いて、実際のケースで個別避難計画を作成し、計画の内容や様式を検討する。今後は作成する中で見えてきた課題や親御さんから頂いた声をもとに、再度計画の書式や計画の中身を精査していく予定。





（親の会PJ）


　　　11月頃、親の会を対面で開催予定（ネーミングは参加しやすいものに変更予定）コロナ感染のレベル２以下で開催。保護者のお話の場に加えて、役立つ情報提供を行う予定。今年度はベース作りとして参集範囲は養護学校や相談員とつながっている方とするが、継続して開催する中で対象を広げていけると良い。重心・医ケア児の実態調査を並行して行っていきたいが、親の会のプロジェクトとして、取り組むか部会として取り組むか要検討。

















（次回開催日程）　第3回　　10月27日（木）　　１３：３０～１４：３０　中野市役所　５F








